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〔総説〕生活の科 学 的考察
イ邑態論
生活をトータルなものとして見た場合の構造と機能
持田照 夫
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"生1舌"とは.人聞がこの地球に生まれ，それに
よってまき起こす特別な物質運動のことでJ生活
科学"はそれを対象に行なう学問である。
。“生活"の科学
これまで.生活は分かっているものとして扱われて来た。
.生活のために働("生活を打ち立てる.‘庶民の生活・等
々。しかし.具体的なことになると人々は生活と言う言
葉に対して同じ内容を思い画いていない。或る人'J.・寝
る.とか・食う.などと言うことを思い画くが，他の人は‘辛
、、働き"等のことを思いうかべる。また!!.xる入'J.部分的な
人間の行為を思いうかべるが，他の人は全体を考えて見
ょうとする。更に成る人は生活物質を思いうかべるが，
他の人は生活物質を使って或ることをなす姿を恩いうか
べる.このように"生活"と言う言葉はその使い方が多岐
にわたっており.内容も笠Mなものを もっている。或る
人に言わせると .生活"と脅ってしまえば何でも入って
しまうと言う。だから，それを追究する学問はあらゆる
学問にわたってしまい.生活科学はそれらの総合であり.
独自なものとしては成り立たないのだと説〈人さえいる.
このように，“生活..b"生活科学"もまだ学問的に真に分
かっていない。
このような無明の中で.生活は人間のまさ起こす物質
運動であリ.それを対象とする生活科学'J.独自な Lのを
持っておリ，十分に一つの学として成リ立つのであるこ
とを示そうとするのが本論考であ る。これを単なる~，織
哲学だけに終らせないため， その応用と成果についても
併せ記し，このよう な論の成立の証しにしたいと考えて
いる。
ただ忘れてならないことは. ニニに言う ・生活科学"
は基礎学であって.生活にかかわりのあるあらゆる学問
にかかわリのあるものであり，別に一つの対象領域を持
っているわけではないと言うことである。このニとが，
しばしば学問上単なる認識議と誤解された 1)，実際上そ
の効果が疑われたりするような混乱を招くもとになって
いる.
1.“生活"の解明の必要
現代の社会には，幾多の解決を迫られている問題があ
るが， それらはいずれも凶生活"的問題であり.しかも・生
活"の解明なくしては問題の真の解決に迫れないような も
のばかりである。しかし，考えて見ると，このような問
題は現代に限らず普からあったのである。現代はただ.
問題の焦点がずれてその相貌が変って来ているにすぎな
。、?
このような社会の諸問題に対して，局部的にあるいは
部分的にそれに対処する方法や.そのような現象が出て来
た理由についての追究の学が成立して来たが.それらを
全体的にトータルなものと見て解決を考えるような追究
'J.，これまで与えられはしたものの.現在の問題をと〈
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のに役立つ.r'!'深くはなされていな L、。筆者の今[叫のこの
jn究が.そのことへのどれltlかの寄与になればポと巧え
ている。
|。現代の問題
よく主1られているように.今日では深刻jな社会の!日l泌
が数多くあらわれて米ている。それ1;1.，生i丹にかかわる
問:mbあれば，生ilそのものの問題もある。そょに人11
が入っている以上. 多少なリとも・生活の持I1足j"とaTうこ
とカrできょう。
公害問鰻 ニれは以前からあった問題であるが， 1ti;!.I: 
の20正F・院に特に問題化したものである。これにはいろい
ろのものがある。一つは工場ヨ?のe有'占?な排出物を:Hすこ
とによって起こるが. 他は一般の庶民大衆が日常招~:I'.す
ることによって起こる Lのである。第一の発生源は工場
. fnポ・工作物 ・，注JE現場・ fJ2業企業等から:1される排
出i・排水・排出物・ その他によって起こる もので.毛主i
汚染 ・ 央公 ・ fEI}物t't& ひ・イj'1 1~' 金属化合物の Ilïl仇飲料
水のお(栄養化・有寄金以汚染， i"f川の汚染 ・ (~\栄必化 ・
イ'f'Ll;:金以汚染， U:l畑への用水の汚染 ・市栄養化 .1i'H金
属汚染，人体やI也然m物への騒音 ・ 振動の'~:，製品の人
体・家高 ・回畑 ・七壊 ・処物への'占¥等がある。もう
つの 12大衆が:H す公'，1千は . 人体そのものがn~す焚JA! .
人休の1IF11'.物が物をj凶してUIされる沈滞汚水，'l=.i，ljを.ili
してH¥される礎棄物.生前子j止をiIfiして排fhされる Lの，
手によリ起こるものであり.薬剤 ・洗剤 ・1=.i，rjJ従業物等
による河川 ・!日矧用水の汚染 ・'(J栄d主化 ・4175物伐の拡
散.自動車等による排気・排r自の:!;:.騒音 ・振動の'，1;=で手であ
る。
これらに共通なことは. ， ti辛から消 'l~ までの 1111 に人llil
が必る物を使って活動するニとによって.むき起ニされる
とJうことである。つまり、人が生活"することによ っ
てふさ起こされるのである。その劫合.工場にしろ洗剤
にしろ内動車や飛行機にしろ， 1世われる物1;1.近代社会が
っくり H~ したむのなのである。この干'l{源的な間組処t"~ と
解決への地策の指針t:UIには"'!=.i，fj"の解1月がJkJI'必嬰な
のである。
生活問題 窮之のIUl泌とかftl付の間足(I'S;ですでにU:い
11111問題にされて米たIl~組であるが， ，t活必安物'{'(が家。i十
'IVの過少等の問題で卜分に入千できず.人住みの社会的
I1イピとしての1>:1耐を{民つ'U，可Lできないt4hf?をi:.10 ~、， 'jミ
~.riその L のを問題としたt品イ?のむのである。ニのt品fT.
コミュエティが相互扶助で救える限度があり.供給条f'l
を決定する環境が郎rJi化すスことによリ.この川凶がj手
~l; リされて i手きトーってくるのである。
都市問題 郡山Lt.， ，'i代i'H英社会のriX.1:時からできて
L時 7: 
いるが.今IJの郎，Iiとは違ったものであった。封，往時代
のl'isdib， Iドj代の15J代ともjiい税イ1:のf，j)，liともjAうもの
であった。現代の郎市は，我が[Ji1においては資本主義i時
代のものである。そのでき方 ・形洋・は，J::々 の時代 ・条
例aによって民なるが. 郎市が一つの人ての~約的生治環
境の形であリ. ・つの装備・であることには変りはない。
ただ，l'isdiがその中に住む生活者・それを平11mしようと
してやって米た人j主に対する手1使のかも怜{本であるばかり
でなく. どのような生活体にはどのような利便を悦供す
るかの傾斜的(ぷI:;(I(Jまたは階府的)'J五時級的と aIう人が
あるかも知れなL、)性絡があることも待めない。このよう
な環境であリ環境枕供者が1'.1，1iー であると巧ー えられる。こ
の中における幾多の|問題.たとえばfl!日の11姐 ・緑の過
少の問題 ・近隣の|問題 ・相互扶助のlifl組 ・w包のI]jW・
交通のIl也i.生i)fi利艇の!日l足!1'犯罪のIltl:m'技術の問題
等1;1.，すぐれて川村1γの!甘i制であるか"'~'.i，fj " にかかわる
問題である。
農村問題J:HtにJ，ける今1的IlJl泌Iム鈴村のr，jldi近
郊化 ・I副主化 ・ラーパン化の問題であろう.そして.少
し前までは行Ildiと伐村の較差の間泌がif(裂な1m泣jーであっ
た。鈴村もl'i1，lil司様， i， う..つの人て環境のIf;の・つで
あり.装備の・つである。また，l'is ，ljJ"H>l ヰIlf!lt:!供に
|則 しては傾斜(IJであったと 巧ーえられる。これが今Uどの
ように改められつつあるか。いずれにしても，これらも，
"生活"の11組と見ることができょう。
交通問題 1'I ~11J 'Ji.交通.わけてi，1'I家JJ.j'li交通が始ま
ってから. 渋滞 ・事故 ・ 排気ガス ・ 騒音 ・ 錯H')j~手によっ
て部mの交通体系は札tLてしまい，.fJl..(，:で、はどの百I，pも
この解決にuftをいためている。有Ildil.，;の'1=.;丙ι， JE'.~íー さ
を f~でなく主った。交;llí は それ IH本が人 lilli，f;!li1J='!:.iifjの
-lf;l~であるが.それによって人や物が巡搬され‘次の
活動 ・生活が形成されるもとをつくる Lのて二その性絡
はそれを手1])到する住民の勺宅前・に入・きな~~特を及ぼす。
住宅問題 {仁ものUlI取りやt'e及びその供給の|問題は，
P主的形成にとって食・衣の問題と・H~んで ~1 ';Jkのif(裂さ
を持っているが.今日どの打IllIiでも伎定維 ・lit取りの不
必合・rwの生i，ijセl同等の肘住空11の11:mで悩んでいる。
この解決1;.， 'ì \ に 'Éi，fj を研究しそれに介放する 'ti斤'~HII
をはつけ1Jc~するだけでは駄H であ って.それをどう供
給するかの機備を L見出さねばなりなも、 この織flH，
人1m治剣jの つの形態であって， 1:¥、芯 1よの勺主的"に入
る'IH尚なのである。
食織問題 トI.}では.fJl..(t:なくなったかに比えるが. J.~ 
* 生活に4EAfiしたものと2う芯.味
(2 ) 
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本(l~Jな食掻をi'I給できない日本は， この問題は深刻であ
る。世界が現イ1のような形での、F和をいつまで紺持でき
るのか確たる-f'測もできないのに，r.l1打化の伸展によリ
農地はつ.i.:され宅地化されている。農地用としての地価
より 'U也としてのf也i耐iが;r~，、からそうなるのであるが.
その裂には農産物の工姥物に対する鉄状{団絡疫の問題が
あり，農業が;1刊に合わないからと言う理由むある。それ
でいて. 日本の食検，~?， f甜怖 は外同，1f;: ，1 1\ より ~lm f，'1íなのであ
る。このような矛煎のからまリの中に日本の食傾向題は
あると言えよう。この食縦の問迎ーも、住定問題同機.広
し、:l}'1味の"生活.の問題のーっと巧えることができる。
数百問題 戦後γ:制lが改革され6・3;制|になったが.
小学I;fかリでなく小学までが義務教育化された。今や.
高校まで殆んどの H立がi生学するようになリ.同H';の教
育レベルはt:;くなったと見ることができる。が，このた
め.少年期に身にっけないと巧みになれない手工芸で手段
能的主方而の仕事は.教育と青うより司1有とア?った )j7が
良いかも知れないが，その機会が失われつつあ，)，地方
によっては戎る伐能例えl;f大工の木工作の一吉1・左行 ・
竹小舟下地づけ等は失なわれてしまって今や存イEしてい
なL、。これまで，学校に行かなくても，これらの役能を
身につけた人j主が地域の文化 ・民波文化をつくり出して
米たのであるから，現伐の教育は成る意味では伝統的 ・
本来的な文化に危機を Lたらしていると言えよう。また司
教育そのものも.多人数ー芥教育型が多く ，問題，特に
語学教育に問題があるし.高等学校では昔の高等学校の
ような寄宿舎 ・寮の教育.その中での世の中や学附lにつ
いての深い省察が主されることがなくなった等.マイナスの
而もある。教育に関しては以上の他 教え方や校外の学
関，授業時間と遊びの時r.i1，外気や太陽に当る時間 ・述
動や社会活動の時間等の問題，放課後どう過すかの問題
や家庭で分科すべき教育等，全人的にまた全時間的な生
活の問題として解明されねばならない事項が沢山ある。
身障者問題 生活主体が生活形成能力の幾分かを失っ
ている状態に対する，それを補助するための社会的諸施
策の問題で，絞家族化等家族の変化，制祉のI空:1並等社会
意識の前進等によリ，最近とみに 7ローズアソプされて
来た問題である。この問題は以前からあり.研究も進め
られているが，生活空間jの問題等では家族・老人・子供
の場合同僚“生活主体と環境"と言う形で桜理されること
が望まれる問題である。
その他の社会問題
・老人|問題 孤独な老人 ・寝たきり老人等の問題が.
都市ばかりでなく農村にまで出て来ているが，それは家
族の崩壊 ・ 共肉体の ~)p袋等によって起こっている 。 匡|
(3 ) 
民の長寿fじが進む9'で，この問題は深刻さをWlしている。
老人の生的を支えるためにはどのような方法があるのか。
・家庭内総力 以ëj!.í:問題化して い る fイ!~の家庭内排力
1;，単に家族の生活の問題から出て来ているものではな
いであろうが，家族生活のあり方が主要に作用 している
ことも否めなL、。このための家族や学校 ・社会のあり方
住関や都市のあり方はどのようにあるべきか。
・校内暴力 この1m題も最近頻発し問題になって来て
いる事象であるが. このIgl姐は学校の生活に主要な要因
があると言うよリ.家庭 ・社会を含めた教育の全過伐の
あり万に問題があると与えるべきであろう。子供に対す
る養育環境の!-~備の!問題と言うことができる。
・犯罪 ・自殺 本人に問題があると言うだけでは解決
しない社会 ・E宗境の問題がある。
・大衆状況世論とかデモとか現在は社会意志を大衆
iこ依j処し主ければ主らなL、状況になっている。 これは.
生活的要求を表現する手段であるが，結局は政治がかか
わって事態解決されることに主る。このメカニズムの解
明も必要主事項である。
・その他 以 t述べた事以外にも.失業問題 ・rt:1iの
問題 ・休息休養の問題 ・慰楽の問題 ・生活階層の問題 ・
文化の問題等沢山の問題があるが.これらはすべて.生活
と関係‘があるか・生活そのもの.の問題である。が，この
ように生活をたどって行くと，言わば人間治動すべてが
入ってしまうことにな る。これをどう 考えたらよいか。
いずれにし ろ，大なリ小なり生活の仕組みの解明がま た
れ，あるいは骨県されていると A号えてよいであろう。
20 生活=人間活動に関係する現代の諸学
]0で述べた現代の話問題は結局は生活の問題てeあるが，
この問題を解〈ベースにはこの生活に関わる諸学問が解
決のJ，~本を与えねばならない。しかし.そのような指示
を与えるには，このような誠学問が生活に関 して追究 し
ていかなければならない。これらの高学はうた々の分野で
í~主活」 を取り扱っているのであるが. 生活の問題解決に
必要なぷ礎理論と A庁えられる生活それ自体生活そのも
のの論についての追究はどうか，ーヘjふれておきたLυ
生活に関rl1する学聞は数多くあるが，次の 2つの系統
にう子けられるであろう 。
社会科学:法律 ・純治 ・社会 ・政治 ・歴史・ -ー のぷ学
生活諸学 .食物 ・被ijfl.'f主庶 ・児童 ・福祉・ ・ の諸学
] )社会科学
法律学 生活や生命までも規制し.集団内の相互関係
・);尾純については言っていても.人間活動そのものにづ
いての解明や説明はなされていない。
経済学 物質的財貨の生産 ・分配 .i肖伐の行為・過程，
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並びにそれを通じて形成される人と人との社会関係の総
体を研究する，つまりそれらを通じて共同生活を追究し
ているが，個にしても共同にしても・生活とは何か'と言
う「生活それ自体Jについての説明はなされていない。
社会学 共同生活を研究し，一部生活縫造論で"生活自
体"について追究している。が，環境問題や生活問題・住
居や都市の問組等を解析できる基礎となる“生活それ自
体"に険lするJ命l;t行なわれていない。
政治学微力に|刻しては追究されているが.権力の対
象となる生活者の‘生活...生活それ自体"については説明
されていない。
歴史学 生活の歴史 ・生活者の歴史について追究され
るようにもなったが..生活それ自体"についてはまだ脅
かれたものを見ない。
教育学 生活を対象としているが，“生活そのもの..に
ついて明らかにしていない。
宗教学 側と集団の僑わたしをする行為・心理等を追
究しているが，“生活それ自体"の分析はしていない。
民族学 伝*された風俗 ・習慣・心意現象等生活を研
究しているが，"生活それ自体"については追究されてい
な、、。
人類学 Jr.!(属の諸生活を研究しているれ“生活それ
自体"については追究されていない。
国家治・芸術論 ・技術論 "生活それ自体"については
追究されていない。
2 )生活Jr.'下
食物'手 食と言う物の函，それから人間が入った商で
も追究がなされるが.“生活それ自体"についての追究は
なされていないようである。
被服学つu丙.は追求するが.民生活それ自体"の追究
はなされていないようである。
住射学人聞の動作についての追究はなされているが，
h生前それ自体"についての追究はなされていない。
児司Eヤ・ 児童の生活についての追究はするが，“生活そ
れ自体"についての追究はなされていないようである。
社会福祉学生活についての追究はするが，“生活それ
自体"についての迫究はなされていないようである。
家政学生活l;t追究するが，“生活それ自体"について
の追究はなされていない。
* 1 下山，~件(S26年 月)法医学で死後事業断か否かの
判定に"生活反応"の召集(ターム)が用いられた。
* 2 iC 1-.不二夫「生化学J岩波全舎
* 3 U首相20年代から，筏築学の吉武・青木 ・鈴木等の
「主11~島の{交わ tL )j Jの ~If'先グループで採用。
居
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以上見て来たように，社会科学においても生活誠学に
おいても“生活"については夫q に深〈追究しているが，
生物学における“生命学"のような“生活それ自体"につい
ての追究はなされていない。
30 ..生，舌"と言う言葉の使われ方
凶生活..と言う言葉は広汎に使われており.呼び名の検
頬も多いが，ここでは使われる方面毎に代表的な用例を
紹介しよう。逆にこの用例から，人々が生活をどう与え
ているのか，考えるよすがとしたいわけである。
1 )生体内の用例
生活反応 医学 ・法医学等で.生物の組織が示す生体 、
反応を言う叫ょうであるが， この言葉は人間に限らず生物
すべてにわたり適用されていると考えられる。
生活現象 生化学叫等で用いる言葉であるが.生体内
の現象を言うようである。
2 )生体外の用例
これには沢山の用例があり校挙に暇がないが.いろい
ろなきい方を区分して例示することにしよう。
行為別 寝る・食べる・遊_"・勉強する .3等の古い万
がこれに当るが，行為そのものまたは行為に基づいたき
い万でこれが一番基本的本来的な使い方である。が，こ
の雷ぃ万では間に合わない場合があり.5)IJな言ぃ}jが生
まれてくる。
』島問男1] 家族の生活 ・市民の生活・県民の生活 ・国l(
の生活等:.4等の言い方で，集団の生活を対象にした宮い
}jである。 00学校の運動会とか口ロクラスの遠足. x 
×千ームとムL::，.チームの野球試合等は.集団名と行為t，
が結びついたものである。
段階軍IJ 幼年期の生活・少年期の生活 ・背年1の生活
・-t年期jの生活・5等，人や集団の成長 ・発展 ・変化・衰
退号事の段階によって呼ぶものである。
主体別 一日1¥の生活・ 二郎の生活・花 fの生活・6とヨ
ったように人によって分ける言い方て二その主体の行為
全体 ・行為の特徴を言ったりする。この.人によって分
ける雷い方も本来的な言い方のーっと与えられるが.人
を集団の最少単位と見れば，集団別の言い方のーっと見
られなくはない。
H 
の生h前号で. ζのH時寺制p版艮の問に主体が他と区分し得る生10川Ifj月を
本 4 大衆同体・政治家 ・政治団体等でこのrH!iをよく
{度う。
本 5 児童学 ・心埋学 ・社会福祉学等でよく使う。
本 6 文学などでこの使い方をよくする。
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する時に用い られる。例え{!.三郎の軍隊時代・1:;。
側面的 食生活とか往生活・2 と言うのは，実際に {;t~駐
在 しない。人1I1の行為 ・生活を.食の!日IJl偏・伐の1側面等
で淘lって凡ているだけにしかすぎなu、。生治にはこのよ
うに.概念をまとめるために ~IJl象的に言う言い)î(.，用い
られる。
活動日1 生産生活 ・消費生活・3等と言う ftぃ方をする
が.これは人間活動を大分けにする言ーぃ }jであり .物に
ついての言い方でもある。
以上凡て米たように，生活と云う言葉の使われ方は生
体外ばかりでなく生体内にも使われるが，本稿でjg'先の
対象に し"生活それ自体..t elっているもの{;t. 生体外の
生活に限り たいと 考えている。生体内の生活は.人間だ
けに限らない生命i品位の一宮I1であると巧えられるからで
ある。そしてそれは生体外の生活に関連するむのとして
位置づけたい。
40 .生活"のついた言葉の特徴
00生前 ・口口の生活等の使い方の中に{;1.行為それ
自体をUq'，.;:場合と違って主体・対象・手段.'~tHJ ・件.格
.時間等の名のついたものが多い。
主体名 すでに言葉のi変われnで述べたように，個人
名・集凶r，のついたものがある。主体を浮かび仁がらせ
るような i1ぃnもある。
対象名 食 ・衣・住など{;t. 対象別の言い方と号・えら
tlる。
手段名 fl転車生活・自動。li生活(;力ーラ イ7)等. 子
f立が優れていたりするとき，それを袖き出 してはせるJ-J)j
合等:にi定う。
ZE附l名 以内生活 '!i外生活・校庭での生活 ・山野で
の生活字と使う。
竹.俗名 激しい生活 ・厳しい生活・楽弘・生活?F.生活
内谷の性絡 を I j~ う 場合に形谷制や名詞をつけて‘ ì，、表わ
すやリ )Jがある。
時間名 付1(7)生活・径の生活・タ)jの生仏・f+.み時|聞
の生活等.特徴のある時間で区切らnた問の生活を総林
して3う場イ干がある。
2. 
本章で{;t. 生川の本'e'i'，主的とは例か，物や人がどの
ようにmみ介わさ っているか.やj品|司志の車uみfTわさり
等について述べる。
* 1 ，i己主主とか文学でよく{史う。
* 2 建築予・住民学の 'il~でよく 使う 。
* 3 μ: <似われるがジャーナリズム手で使う。
(5 ) 
l。“生活"追究の歴史
戦後，中鉢正夫氏の「生活情~~aJ以;It.数多くの生活
情j立，論が発炎されたが.いずれも・・生i，fjtは何か"とJう
ことは追究していないので，今恒!のJ命述の中にはそれら
に対する n干1町i:l及はしない。ただ，生活について巧旅し
た，またはそのもとになった巧えについては言及するこ
とにする。
1 )生命論
A.Iオパーリン{;t.地球の歴史約451，a年の1"に，その
炎耐には「無生物」的物質運動→「生物J的物質運重~)-+ r社
会J(t-)物質巡動が継起叫L.そのうちの「生物J的物1運動
の本質を『生命』と2う形で捉えたが.r社会」についての
j底究は伐されていると，その若「生命J・5の中で述べてい
る。ここにオバーリンが言う「社会」とは.人聞が生ま il
111 て来て特イ証の行為を行なったために起こる物11巡~}Jて.
1を~が『人間的物t'C巡動H生治j と古 ってい るも のと いl
じと見てよいであろう。ニのようにオパーリンは.すで
に「社会Jfl{]物質誕動つまリf生活jと昌うものが存イ1:し.
それがこの宇宙の巡到Jの中でどのようなf立;i'1を市めるか
ぷ唆L.そしてそれは追'先されるべきものと指術してい
るのて・ある.
オバー')ンの『生命J，;街(生命のノドfr.:命)は，・生物体の物
的組織は外界からの物伐を{し射し.それによって絶えさ
る'1己更新をする中で''1己を形成する動的存化 吋と J
うむのであるが.これは『生命J(ライフ)に関してのI)J6在
な定義づけであった。が.それは『生活J(ライフ)jl}究打
にとってもすニ.).るぷI疫に富む ものであり . jýi棋 を，~け
ずにはおられない。
引用 I r生命JP 10・13行~
'主体には外体から本質的に拠ったさまざまな ft{~物
が食物 ・水 ・ガス交換とともに人ってくる。ニれらの
化介物1;1*.体|人jで大きな変化をとげ，その紡米中休，'，
身の物質に会)HさiL.そIIまで色体を防!ぶしていた化
合物とかなリ似た Lのになる。ニれが生物']:(t)な物t'tft
mの I:li'Jきの{壬路一一I"J化てある.しかし生体内に1:
l'iJ化と倒産に本1圧に作用しながらj主のi!!H'E--州ヒか
絶えず進行してい争。 'tf.本の物't'tは変化せずに 1 まっ
てはも、なも‘。'主体の物'i(は比較的はやく分解し.その
'1'にj答。こしたエネルキーをiを銚L.分解産物は外界に
排除される
づ1m2r生命JP 12・5fi-
ホ4 r生命JP. 354行- *5 参If
* 5 r生命J'fi皮，t}J，li・1962年 4J 4日
* 6 づITJ1・Ij1 il12・づIJH3・リIm4・'j1片J5
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生命が物質運動の他のあらゆる形態(とくに無機的主
流れている系)と1'i的に呉る特殊性は，全体として物代
代却を械成する無数の個別的な化学反応が.互いに時間
的にも空間的にも厳密に調主をされているばかリでなく.
また絶えまない向己!f!:新という統・的な秩序において
調和jよく組合されているばかりではなしこの秩序全
体が生体系金体として絶えまない自己保存と自己再生
産に法則的に向けられておリ.与えられた外部環境粂
1午における生物の存伐というA題の解決にこの上なく
完全に適応していることである。
づl用3 r生命J・IP 12・13行~
上述したように，生体系がある外部条件において.
l:.t己保存と白己舟生産との諜組を解決するためにこう
した相互作用を締成する篤くべき通応ft-これらは
いずれも，多 くの著者によって，生物系の情iSのく合
目的性〉 としてしばしば表示されたものである。
づ|用4 r生命1・IP 13・6行~
唯物;古の陣常の代表者たちは，この〈合R的性〉に.
超tH主的な神秘的な性格をあたえることはせず，法"1
的に方向づけられた物質代謝のなかに，生物を生きて
いない物質と区別する質的な特例:のみを見出したので
あった。
引用5 r生命J・IP 15・16行~
合目的性はあらゆる生体に必然的であるが，生体外
で.無機的自然の門然条件にはこのく合目的↑生〉がな
い。だから合円的'1宅を無生物燃の法s.IJ性だけで，物理
と化学との法KIだけで説明しようとしても，それは徒
労に帰するであろう。全生物に特徴的な情i阜のく合目
的性〉は，生体と外部環境との相互作用の特典性を辺、
めることなくして，ダーウィンの什然淘汰のJ原型に立
脚せずには，とうてい理解できないものであろう。
2) *.1ヒ大学での追究
‘生活科学の理解のために.及び・生活研究万法論!宇説・2・
に発表ー された，現干1:'佐々 木らの"j;l，'となっている生活権
造についての所論I.l:，佐々 木 ・岩本 ・青木 ・丙原 ・持団
の 5人によって練り上げられたもので.取4合J則尺 ・まと
めは持IRが行な った。ま た，中に出てくる生命体になぞ
らえた外界を同化し異化して行〈冶程と言う生活の概念
・生活は人と物のIAiがあるニと・行為が生活の蚊小単位
であること ・生活情i立は生活物資の配分の内郊の憐造の
こと等のこの論の!fi嬰慨念は持悶が従案したものである。
キ 1 前頁*5 r生命J-岩波枠庖
* 2 農村生活研究 ・2巻15号 ・1958年
* 3 'jl用l・'I1 fflz 
1，可
( 6) 
'f: 
また，この概念にかかわる部分を含め多くの文章も持田
が古いた。佐々木は.持!日刊Jt策した，生活は③ -園 ，
つまリ食べるにしても〈人一食物}ーハシ一市一空!日1一岐
房〉と人と物I.l:j生っており，時には人が綬数で(人一人)一
物 ・(人一人)ー(物一物)と言うように速なっているとし
て:Ijした閃式を更にJ由鋭化 ・形式化して，人一物ー人，
物一人一物， の無Il!~の i卓鎖りとした。こ こ から . 佐々木
らの小の佐々木対持凶の違いが生まれてくる。人一物一
人，物一人一物の然、阪の述書点の kに成リ立つ生活と言う
説明では生tき毛めもの・を説明するものとしてはあま
リ抽象的である。持凶は後に示すように，生活の牛:1墜を
従えようとしていた。が，当時は時間もなしこのよう
なキレイ主形にまとめられるか疑問に思いながら，“人一
物一人.物 人一物の無限の連鎖の上に成り立つ生活"
と言うようにまとめざるを得なかった。持団の認めたの
は，生i吊は人一物の結イヤであり .n尚l街があると言うこと
だけである。そして.人も物む桜数になることがあるこ
とを指摘したに過ぎず，それが.人一物一人，物一人一
物の無阪のil鎖とは与えておらず. ~I:. i百がその上に成リ
立っと 2うの も納得し緩かったのである。
づ|汀]I r生活研'先)j・法治序説J.P 2・28行~
従って.生前とは一人一物一人一，又は，一物一人
一物一.の無1;民の連鎖の中で人が生きて行くこと，生
命を全うして行くことを言うのである。
'1112 r生活研'允}j法治序説JP 2・33行~
i，tって，生活研究はある条1'1・の下に行われる人間の.
一人一物一人一， 一物一人一物一.の研究， 並にその
組イトわせのある形から次の形への変化発展の研究と言
うことになる。
3 )池築ノ タポリズムグループ
川i義主Eを諭者とする翁竹治訓 ・.'，r"川紀章等のl長岡が唱
えた時もので，熱力学第I法則や数学の集合;命 ・若干ー論，
建築の心理Ifiゃ機能1(ljを建築ザ:的なコネクターや人類学
のポトラッチ寄与ーをとり入れて建築のあリ方を説いたもの
であるが.読むのに錐解な言葉が多しょく従えられな
い。が大要は次のようになるであろう。
(1)建築は代謝物であリ代謝する(メタポリズムの言葉の
i原)
(2)往築家は建物を早〈スムー ズに代謝させなければな
らない(エントロピ一地大の法I!IJ)
(3Wい建築は組織化の進んだらのである (生物等組織
* 4 牒村生活研究， 2巻15号。1958年
* 5 r近代建築」昭初45年11月号(特集グループメタポ
リズム)
f年間:'.Uf，の科学的考然 -13-
{本のエ/トロビー減少の局部(1現象)
おそらく'}:t.l;t. :.思いill~ は'，'. <こわして析しい良いも
のをつくれ(代訓促.ilU，良、‘ ill~は伐るI1面j~(があリ(組織
されたものに往築家はそのようなものをぜてねばならぬ.
とe1うものであろう。その1*'、建築と]J..川添]i.そこで
ははっきリ弓っていないが.それまでの彼の1~1I4~の中で
，iうと.n下氏の作品や(I}H，:x-)氏の作品.1:えひ現代
の作家j主のそれであろ う。これでは.伝統的な.il後ゃに
1てたちは入る余地がないし.'1. <代謝させなければな句
ない対象と弓うことにむなるであろう。が，後， Ili:f.;ら
は .fjい伝統建築やLitについての，..~I耐を始めた。この ，a
から1えば.エントロビーの減少を体現している他物必.
l任だから であろうか
この，aの故大欠点]J.， tY刊11な検n't もなしに.ill~たかあ
たかも1'1ら"代μ射"するもののように与えたことである。
・i¥:謝‘と，i'うのは生命体についてのJ楽であるが.物.f'1!
(IJ物体である往築を'1，命体と1，.]11に捉えたのである。こ
のように、"ぜ~"と ii うものを従える従え Jj てIl\l巡って
いるばかリでなく ..aの、工て Jj ， つまり ill~たの変fじさ せ
る|付iI~JJについてもぷ，aしている。建築がもじ'1¥:，剥{本"
ならI!I¥:"射する物t'(運動体.つまり生物と1'.I7'IJの辺助法・
11かそのrjlに働く べきであろう。しかし彼等は'1=.物γ:の
知ぷIj:全然と三ってよいれ'な L、。"代謝"と"う ii ~~を使
っているが，それか11'なわれ るについて{乍!l1 する J，~ノド ì:);
I!Iを・・代"射{本"の}，I;.It:法I!II.つまリ・・生物体 にff力()，~本法
l!リから j主べないで.物用!・γ:の il~l!IJ(熱力'手の法I!IJ ) から j主
べているのである.これて]J.千ドji:(J(J{こIlって，Gにならな
いのである。か， AむJjが物J'l系の往築'{:生であり.文
J~その魅力 ・ 作品との車J， fF守r もあ って ， 日Ij中に l吹かれ てし
まうらし L、。この"古は .1.'"]J.ジャーナリスムにL(，て
はやされ. 4主~界に I， i .r，-とも 11' うべき多くのjQ随行がtH
た。このような，科'γの路線にのらない Lの]J..ここに
l1i 1を，iEけてBaずる立J邸主主いかむ知tL>:.いが.池袋界
へのあまりの影守干の大きさ. それの現ゐへの伐0・しぶ
り の未確認4υ主必・ 2~1r，Eしい諸ぷに民さなければならな
い IC淳があリ¥史lどJにこiれLとt
べる'Jj汁1，吊可の千科.千}十，学"泌命がよ 〈分カか、ると !忠止ぷ1 うの て I以よ lげ州f自耐IÎ~数li r，向附11耐liげ{的l内甘
な.むな，.U.よLあつてこニにとりあげるニ土にしたのである。
4 ) 11位俗t必~，~態$ι'Jお詰
4・トマ:(I~J]こ-il築をjU'先 fるなら.ti!築と生ilj(人Il¥l)との
I!.I係を探り. ，ill~]HI'刊に刈する L のでなく任会によっ
て I\:刈( 〆タポリ )されるものであることを，dめ~とに.
* 1
* 2 
多くの，，(':主主 ・研究'1=.のIlIJに彬特が伐っている。
まだ発案者たちはi'lL'.点検していない。
(7) 
そこには つの法~IJがあ.リ.それは社会法HIJ であり，オ
マーリンが，iうように生物法l!IJとは巡ったーi宮内J主化・
桜雑化・3したもので，到底打l添のように物.f'1¥法f!iJだけで
u見H月しつくされないものであることを， edω哉しなけれi工
ならない.
このような"l'ifYji:の発l長と，ti后の深いj(l究からit'f，き:[1
された 'J=.i，Fj の.Pf!.，~íiが'1邑態論・・である 。 Ii!! ~富市の特徴は，
r 'E.I，fjJを人IHの前動と従え. それは人と物の結合の逝到J
であると比，そのj~巨動はオパーリンの cÌ った r1会の12
l~ 'I'.物ー→中物一→'F:i，fi (=社会)
|滑の物'l'ti!li動の形態』と比るのである。そして.無生物の
巡動には脅すF，~ド.物の法I!リつまリ物f唱(化'(:)の法I!IJ がl'ゎ、て
いるが，'1=，物には生物の法I!Ij(，主命と，t悠の法]!IJ)ヵ、働い
て必リ， 'ti，f，に]J.'h，何年イ干の法l!IJカ‘働いていると見る。
ょの，人11が人った運動=生活をU一体と名づけ，その
il動 ，j!l!リ ・.fl乃，:1品l係のfl線を"1立態"とす。づけることに
した。
ょの必]J.， *北H年代の WIJ木氏予と|別党した・1主q 木
らのf喰，a・をアウフへーベンしたむので. ~t i，fjにιlし飛ZK
的にその)'Hoilにj!lっている。この巧え )j?l第-!flJ-が:Hた
のは， If{{利47 iF 円.lþ: ill~小会秋季大会(1972 ・九州大会 )
で， ï~!ß\ ，お(慨(16& ).のず，の26べーノのパン 7 レノトにま
とめあげた。|人l引は 'j・'山・，1(;ぴにI也f;j， 1 '.の ~o/l'l'(jf到IJ (h 
rs¥ )形態のlJlI¥'I=.物(十IiJ出)・'F_物('I:!s¥)・人I:J(I凸悠)とr-Tう
二1'1'附"SI.， ニの人1附in刈l日の物'{'伐'(j泌誕盛動hが砂q生i七'.1，川t円可てあること (物T伐[ 
辺M量動此bι"占'省飢白
であるニと(@一園 j述生峨鎖蜘)，そ初の@ 園は-;;~ に
，寸u治吊の外i目剖部1羽刊|日;均か.~.)似4fT さ il 結{Î";~互助状態 1 :1 1;}J (I~J~i::';;:，悠であ
<物，(，[>'I=.i川本 (③+⑫+⑫←⑫+⑩) 
対象 r-f1 モIl¥l エキルキー
<泌μ~> 'I=. i，ri=1f h 
I9IJとして@ (n!UIJoj1)-②⑤@ートケイ
<，tる><時Il¥lを知る〉
生ih:
|① 一 ⑩「⑫「⑫「⑩4
I X・J~i. r-f1 エネルキ- "i! 1¥1 
ること I\:"ql~!i';;;; . '主~，riは 11 的 下l立のj士wてj世ゥてお
り.1tHち11(1(Jf1・1)かあること 1(IJ rr1，<lIy.IJ. '1さfli!j:
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子を育てる当事の生活を2昼休(世話体)として発見.更に生
活は行為の集合であり生活の最小単位が行為であること，
これらの行為・その集まりの生活l孟諸4の段階で統合き
れていること，この統合には特有の力が働くこと，この
力は統合作用体・綱主主体と して大きな生活集団には政治
等の形で実際に存在すること，等について言及してい
る。これによ って，生活そのもの ・生活構造が，東北時
代のものとは比較にならない程はっきりして来た。
次に，1975年地域開発に“{邑態論"を連載で発表した。
これは，解説も含めて80頁， 1真4枚(400字原稿)である
のでかなり詳しく説明することができた。上記のパンフ
より進んだとこ ろは.生活の③ー園結合が， ③が
複数である場合・社会総造をな してい る場合があるこ と
を明示したこと，③と園を定義し記号化・図化したこ
と，家庭生活の個・集団の生活を図化したこと， r代謝j'l
をも図化したこと， ~昼休の栂造を更に明らかにしたこと.
統一作用体とそのカについて説明 し図示したこと，生活
地球上の物質運動発展の段階
人間的運動
生物的運動
無生物的運動
空間 ε生活
生活ヨ社会
生活コ(空間U社会)
生活の情成図
生活は，人(複数=社会)と物(この場合空間)を含む
<生活図式
囚+園 =(fi亙コD=D 
U (fi ì.H$:)=(~ i5亙).=L
u (~i5 1* ). = aζ亙亙〉9=UL 
無機界の運動=1
生物界の運動=B
{邑態=LUBUI 
uuu……D三 L
. /J y 
(D=d制， L=living) 
* 1 生物の代謝と異なり『生活j代謝または社会代謝と
言うべきもの
陪
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の包含関係を分節体と して捉えた こと.住宅内家庭生活
ばかリでなく地域の生活をち分析対象にしたこと，その
場合分節の考えを入れたこと (これによっaて各段階の生活
成立・統ーへの作用がはっきりする }，これらの実際のあ
らわれとしてのコミュニティ の梅造を図示したこと.コ
ミュニティ ・ボランティアと袋体の関係に言及したこ
と(社会設体=諸福祉機関の設置の必要が理論的に解}，
生活(物資)の必要度の規準を採り出したこと(essent市ls，
necessaris， conveniencies， luxuries， injuries}，!ji主的甘計画は
そのま主に生活計画があるべき ことを発見.生活計画の方
生活の必要度の基準
E Essentials .必須・ (それがないと成立しないもの)
-くいのち>
N Necessaries ・必要・(それがないと人並みの生活が
できないもの)・くくらし>
C : Conveniences・便益 ・(それがある と更によいもの)
.<文化>
L : Luxuries ・賛沢・ (なくてもよ いが.有宮ー でもない堕
窓さのもの)・<文化>
1 : lnjuries ・有答・ (答になり，益にならない もの，過
ぎて害になるもの)・<文化?文明>
生活の必要l支規準の内容
Eー 汚れのない空気.汚れない水の使用 ・必要な広がり
での生活活動 ・太陽を浴びる こと ・無害食品・税寝，
等。死傷事故等のないこと。
Nー 緑に接する・木登りする ・魚 とりする ・山登りする
・薮に入る・自然を観察する ・友達をつくって遊ぶ・
自分のへやを整える ・自分のへやでの勉強.等。
C-~備された空間での勉強・友人同志が招ぴ合う会 ・
銀行等 ・音楽教育・塾教育 ・家庭教師等。
Lー ホテルでの特別勉強 ・特別な乗り物の所有 ・特別な
スポーツ ・特別なたのしみ ・特別な家庭教師 (例え1;1'
t自リ込みの)等。
Lー 酒・タパIコ・興奮剤 ・麻薬 ・シンナ一等の服用.悪
い遊び・勉強のしすぎ ・過保護.等。
法1;1.，生活の精巡の把握と生活恕限度の設定によリなさ
るべきこと，生活怨限度は地域・ 社会の違いにより 巣な
るが生活を下の段階から上の段階ま で並べて.そのどこ
を選ぶべきかを当該社会の内部の力により定めることに
より得られること，等かなり精 しいものである。
これは，その後， 1981年日本社会学会大会 (10月11日・
慶応大学)で発表された。そのレジュメ の内容を述べる。
主旨は上と同様である杭生産一再生産について自然と人
間との関わり， 1邑態論と言う言葉や字が主体(イ)と環境
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(邑)が一緒に運動している有様(態)に対する追究(論)で
あること等，物質運動についてのかなり進んだ解釈をし
たり，統一体の統一作用は単なる理性的なものでなく，
宗教 ・地域 ・習慣 ・慣行等感情にかかわるものもあり，
それは大脳生理と関連づけて説明もされうるものであること，
そしてそれには一つの法則があり人間のI昼間化に作用し
ていること，等が加えられ，f邑態論適用の例として〈四つ
間取りの解明)<農村の老人と家族のあり方)<農村家族生
活の近代化)<農村環境のラーパン化〉等の問題に対する考
察追究があげられた。これらの考察の基礎に，デュルケ
ム，モース， レヴィ=ストロース等の考え方の影響を受
けた録者の考え方を提出しそれを基礎に考察したこと，
等が異なっている。
20 生活の本態
1 )生活の範囲=人間活動の範囲
人々が生活と言った場合，これは一般には狭義に解
して消費をきしているようであるが，実際には生産生活
などとも言って「生産Jが含まれている。更に生活を「人間
活動」であると解すれば，輸送や配分や販売等所謂人間活
動の流通的な側面もこの活動の中に含まれる。更に.事
務的な諸作業，文化的な諸行為 ・諸活動もこの中に含ま
れる。また，消費されたものは自然にまで返されなけれ
ばならないが，これも人間の活動・作用によってなされ
るところが多い。これも人間活動に入る。更に，心理的
な，人聞の身心上の動きもこれに入る。つまり人聞の活
動.人間の重1)きによって起こされる運動のすべてがこれ
に含まれると言うわけである。
広義の生活
狭義の生活
~ーーーが』ーーーー『
自然一-.生産ー→流通一→消校一→廃棄・」→自然
2 )生活の復合性ニ横の速なりと縦の連なり
生活は，上述したように，生産から消費 ・廃棄にいた
るまで速なっているが.これらはその過径が上から企画
され民理 .r，t督きれている。この企画 ・監理 ・監督も生
活の速なりであるが.このように生活は連合しており，
それはヨコの速なりとタテの速なりになっている。
t 0企画監理問
ヨ斗『OifOL。…れ
3 )生活の包含性 ・包f男性
生活は， また別の面から見ると個人の生活・家族の生
本 l 最近の廃棄は「自然環元Jした方がより適切であろ
7。
(9) 
活・ムラの生活と言うように呼ばれている。これは，後
者が順次前者を含んでいる凋係でもある。が，普通の意
味の含むでなくて，家族全体が一緒に行なう生活とか家
族全体にかかわつある生活とか言うものも含まれると言
うことである。図に示すと次のようになる。
③亙互互@)
⑮玉三王室)f (家族成員個々の蛸|
/冨ア て τ-:;:'¥1 H家族の生活)付間人3の生活)I I V'~'~ζ土どノ
(家族全体の生活)I 
これは，包含と包摂の 2つの意味を持っていると考え
られる。この包含関係は，生活規制等タテの逮りをして
いる。
4 )生活の最小単位=行為
上述，個人の生活を更に分解して行くと. それは・寝
る.とか‘食べる'等の個々の行為になる。このように.
個人の生活は諸行為の集合全体を言っている。この行為
を更に分解するとこれは人と物になってしまう。例えは
‘食べる.を分解すると“食べている人， .食物.‘茶碗.
.食卓となれそれが‘食堂.の中で.暖房.と言う条件
の下で行なわれる。このように見ると内はもはや
生活とも行為とも呼べなも、。生活者や生活物資と呼ぶ。つ
まり，生活と呼べる最小単位は“行為"であると言うこと
である。これは，物質の性質を保つ最小単位が分子であ
るのと似ている。分子を更に分解すると原子になるが，
分子を橋成している原子は性質的に分子とは似ても似つ
かぬものになる。このように，段階により性質の差が出
て来るので¥・‘生活の分子"と呼んでいる:2
この行為は.個人の行為と言うのもあるが，ティーム
とか集団が一つになって行なう行為もある。
5 )生活=行為=人間活動=④と園の結合した運動
"行為"と言う言葉は，人聞の側から見てその活動を見
て言った言葉であるが，本稿では人が動かなくても人の
働きでつくられ，人の仕掛けた し方によ って動くものの
動きも含めることにする。例えばオートメの機械を使つ
ての生産主か自動洗濯機を使つての洗濯とかは，労働と
して人が動かない場合でも.やはり‘・生産"とか凶洗濯"と
かの生活であり，これを発動させることを"生産"行為 ・
“家事"行為と呼ぶことができる。
このように，物を多くとり入れることもあるので，園
の方から見ると「運動」と言うことになる。生活には人の
* 2 ・1邑態論"(概論)・1972年10月10日発行。
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方の要素もあり，その@も科学的には物質的にとり扱
えるので.生活は@と園が結合した運動，(1)と園
の物質の運動と考えることができる。
生活(行為)は，このように@と園がくつついて動
いているものであるが，更にこの@ゃ園もJ 、ろい
ろ複雑に他の人や物の制約を受けており，そのような多
元的な作用力の中で『生活jと言う@と園の結合 した
物質運動が成l)立っていると言う ことである。
運 f人7 :人J
三選 動
動;物; 物j
6 )人間活動も物質運動の一種
前節で生活を物質運動の形のーっと言ったのは，(1)も
客観的に見ると一徹の物質運動体であり，それが惹き起
こす運動(生活)も，物質運動の一種と考えられるからで
ある。ただ.この「物質運動Jと言うことが科学的には大
切で.精神神経作用もこれを物質運動と考えなければな
らない。従来これは，内商的にうかがい知ることができな
いからと雷う理由で自然科学と同列の科学対象になきれ
なかった函もあるが，最近の大脳生理学の発達.動物の
脳 ・神経と行動学の発達・lは，人間の大脳作用の性格を
も行動発動の基点として考えさせるものを持っている。
このよ うなことから.脳・神経の作用が動物と呉なるか
らと曾って，自然科学的な科学の対象の熔外にあるとは
考ーえられないものである。
7 )生活の物帥~ti賦要繁と生活体:国一園。ー匿l>m
-;誠二一⑫r
前に生活1;1.(1)と園が結合して運動して吋有機だ
と言ったが，この物質の結合されたもの全体を“生活
体"と雷い.@と園を“生活または生活体の要素"
と言う 。人聞は人に動かされている時でも， どんな
程度の生活をする場合でも，主体的に動かないと“生
活"自体カ哨り立たない。従って，その要素となる③ 1;.
主体である③である。②と島、てもよい。が， 園
はいろいろに分かれる。普通4つの性絡の要素に分かれる。
瞳 -EP-ANlfi-百通 。ニの園
の中に岬に囚である場合もある。この場合の囚は
主ではなく ，対象 ・手段時にはエネルギーや空間でさえ
ある場合もある。
このような物質は.普通すぐ結びつけられるよ う予め
* 1 時実利彦 ・坂本峻 ・桑原声高寿太郎諸氏の著書
居
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学
現世t輔されているが，このためには人間の準備の活動とそ
れを常にある流れの方向に保持する作用の2つのカが働
〈。また，いざ活動がはじまる とき，その物は他の生活
の圧迫 ・吸引等の作用もうける。このような 3作用によ
り(生活の)型が形づくられて行〈。 このl.'lる型の生活の
要素をなしている物質の連りが“生活体"である.
8 )生活集団
この中の③面のみの連りを“生活集団"と呼ぶことに
する。例え1.家族の生活の③面の迷りは"家族生活集
団"であり，ムラの生活の③商の連りは “ムラ生活集団"
である。野球のティーム等もこれに入る。“生活柴田"は，
或る一定の生活を惹き起こすもとになる人間集団なので
ある。この最小のものは，一般に集団には見えないが，
総個人"である。
9 )生活の完結佐
一つの行為は.@と圃が結合して運動し，次にはそ
れが解体されて終りになる。つまり.生活は一時的に物質
が結合し形成され次には物質が分離され生活は消滅する。
このような動的な過程の中て二その前後の③と園は
変成され変ったものになる。
@一一→(1)'
園一一→園'
10)生活の巡りと物質の巡り
生活は行為の段階で，他の行為と速なる形で互に速な
っている。つまり.生活と生活が速なるのである。
-(~Tì.'~I )-O歪i)_.…行為の連鎖
ー③豆;)-(!玉〉一 生活の述。}
しかし.0歪 DとG歪 Dは直接に速なるのでな
く，必ずその要素である物質を媒介にして速なるのであ
る。例を食事にとれば，次の図のようになる。
材 調空 配空τ一→⑮す⑮す⑮ー
門 司も も
σ〉 σ〉
つまり， 告!IDはー告@-園一缶@一園
ーというように速なっている。この場合， 園が③の
こともある。決して，人一物一人，物一人一物の無限の
述鎖・2ではない。
1 )生活形成と生活鳩成要素の準備・給送
生活は. @ -圏一座l>一 政一⑨と言う
対象手段 エネ〉じキ一空間
* 2 佐々木の，人一物一人，物一人一物，速鎖論
本稿P6 参照
持団:生活の科学的考察
物質の結合した運動と言ったが.この 5極要素物質1;1:，
その自iの生活で態備され，生活できるよ う送り込まれる
のである。その生活は更にその前の生活によ って準備さ
れ給送された物質によって成り立っている。?
?
12)生製物(プロダクト)と廃棄物(ウェイスト)
生活から:Hされる物は，生製物と廃棄物の 2種類があ
るが， 生製物iま上記のような形で次の生活の形成要素と
して流れて行くが，廃棄物は，人の手(生活・人間的物質
運動)，動植物の手(生物的物資運動)，無機物の手(無生
物的物質運動)を経て，自然または再生物に転化される。
13)生活体の常なる更新=r代謝1・1
生活体は， 園を外からとり入れ， 告:@を形成し，
使われた圃は園'と して外に排出する。つまり.物
質が『代謝jされる。この園園'は何も新しし、物で
なく，再生可能な物もあり，0;)のこともある。前者
で，たとえば.食物の場合には食べられてしまえば体内のも
のとなり体外的にはなくなって しまうが，被服や住居は
洗濯や婦除によって再び使えるようになるのである。家
事と言うのは，家庭の日常生活のために，新たに物資を
つくったり(調理 ・裁縫)，再生したり(洗濯 ・掃除)して
整えてやる行為なのである。
@も告:@の中で0;)'(こ変わるが， 告i) 1こおい
てはエネルギーが満ち元気緩和Hフレソシュ)な@が，
労働でエネルギーを出しつくし疲れて帰る。この疲れ
をJ愈し明日のエネルギーを蓄積させてくれるところは家
庭である。勿論，社会的慰楽もこの疲労回復・エネルギ
ー充填には必要であるが， 一般には家庭がその主場であ
り，基本的な回復をするところである。人々は，家庭で
休息し・慰楽し ・栄養を補給してまた新たなエネルギー
に満ちたフレ yシュな身心になり.次の生産に向かえる
のである。
直亙到 =1労働をした人 |・l授業を終えた先生1・
|i寅庫IJを終えたエンタテーナー|・
|子供を育てあげた親 |・|勉強した子供卜
区 E国
* 1 生物の代謝と違うので，r代謝jと表現することに
した。
一137ι
匡亙到=匡亙困 ・|教育された子・人 1>，2
| !む楽 ・ 楽し んだ身体 l >~
|休息 ・栄養 ・回復した身体卜
|たのしんでよろこんでいる人々|・
|生まれた子供 1 ' 1育てられた子供|
勉学1(エネlレギー支出 l 
慰楽J1別エいギー吸収jあり
30 “生活"の仕組み 逮り ・統一 ・系統・介節ー
すでに20で.“生活"の一般的性格の数々を述べたが，こ
れが実際どうなっているのか，調べて見る。
1 )無生物→生俳→人間(生活)と言う物質運動論的見方
物質{ム物質運動論的には，無生物の物質運動(物理学
の対象)，生物的物質運動(生物学の対象).人間が惹き起
こした物質運動(生活科学 ・社会科学の対象)と， 一線に
つながっている。
無生物的物質運動の形態 細かい方から見ると，
素粒子ー一一原子 分子一一高分子・ーベ生命体)
」一一一一惑星ー恒星系ー銀河系
生物的物質運動の形態 発達の段階から見ると
高分子(コロイド)ー コアセルベート叫ー原初生物一生物
これを栄養の種別で発展l頓に分ければ
従属栄養生物(嫌気的)一自立栄養生物一更なる従属栄
養生物(好気的)
これを形態 ・機能の発達順に分ければ
___fl直物
原生生物〈二二
---動 物
動物は発展的に見れば
無脊4量動物ー脊稚動物
脊椎動物iま次のように分けられる。
/鳥類
原索動物ー魚類一両生類ー照虫頬く
...0甫乳類
哨乳類は分類すると次のようになる。
* 2 但し，身心はまだ疲れている。
* 3 但し，身体はまだ疲れている。
* 4 A，l.オバーリン「生命の起原」・1962年 4月。
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ノ無胎盤類(三錐歯類・単孔類・ 有袋類)
捕手L類くよ
、有胎盤類(食虫類・醤歯類・有蹄類・霊長類)
このうち有胎盤類は，滅びた目14現存する目18で，現在
の地球上の支配者になっている杭その中でも霊長類(目)
中の人類の活躍が目ざましい。霊長類は分けると，
ノ半後類
霊長類く ノ広鼻猿類
、4量 類く /'有尾綿貫一手長猿類、狭鼻袋類< ，. _.....j 
、頬人類モァ類人後類
人類
のようになる。
これらの生物Ij:，夫々特有な環境において固有の運動
形態を有つものであるが， 2つ以上の生物集団が向一場
所で生活する場合，それ自体がお互に他の環境になる。
このことを生態と言い，このことを学問的に追究する学
を“生態学"と言っている。
このように発展して来た生物の，他と交り合わずに区
分できる基本階級を"種"と言うが，これが集まって属，
更にその上に科.その上に目，綱，門がある。 これによ
ると上記の分類は
脊椎動物門一日南乳動物綱ー有胎盤亜鋼一霊長目ー ・-
となる。 この，最後の飾種"と言うことが，“生活"を考え
る場合大切になってくる。
この生物的物質運動で大事なことは.生体の"代謝"的
性質である。生体は，外界から物質をとり入れ，それを
体内化し，分解し吸収して自らの身体と同様なものにか
えてしまう。そして，元の身体は分解して体外化きれ排
撤され，その元の身体のあったところにこの新しくでき
た生成物が入り込んで身体が再ぴ形成される。この過程
は，数多くの化学反応の連鎖でできているが，その全体
が見事に箆序きれたものになっている。こうして，生体
内化学反応は一定の流れとなっている。生体内は，体液
等体内環境が一定に保たれるようになっているが，これ
をホメオスタシスと言っている。このような化学反応 ・
物質流動・身体内平衡・身の移動等を行なうにはエネル
ギーが必要であるが，これは身体内にとり入れた食物の
一部をやはり外界からとり入れた02て燃焼させて得る。
原始的な生物では， 02をとり入れないて1 とり入れた物
質の分解過程・醸番手過程から生ずるエネルギーでまかな
っている。これは，実は02を使う生物にも存在してお り，
筋肉の動きなどはこれに頼っている。
生体では数多くの重要なことがあるが，その中でもう
一つ大事なことは，化学反応の定方向性と身体内部諸機
関の元型と同型の複製の性質である。このうち前者は，
エンザイムの作用によって.滞在的に多方向に反応しう
る物質が，一定の方向をたどるようになる。後者は，核の
居
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中にあるDNAが細胞質内に出ることができる m・RNAを
つくり，これが細胞質内のリポソームにつく。一方，細
胞質内にt-RNAがあり，体液等から細胞質内に送られて
来るアミノ酸をとらえ， リポソームのところまで行き，
リポソームについているm-RNAのアミノ酸配列の型に
従って並ぴ，アミノ酸のペプチ ド結合を完成させる。こ
れが済むといRNAはアミノ酸から離れ，再び細胞質中に
戻り，別のアミノ酸と結合する。このようにしてできた
ペプチド結合である蛋白質は，その生物固有のものとな
る。これによって.元の型と同様の複製ができるのである。
生体(この場合動物)は， 自らの身体内の環境を一定に
保つ(ホメオスタシス)叫ためにホルモンや神経系を持つ
が，身体外の環境に適応するためにも筋肉と神経を使う。
それは，獲物をとったり身体を守るため情報をとり・計
画し・意志し・身を動かして実行する。これらの身体内
諸活動は，脳神経系によって行なわれる。この脳神経系
の作用により，生物は統一ある行動をすることができる。
人聞が惹き起こした物質運動の形態 人間の活動も.
これまで見て来た無生物的物質運動 ・生物的物質運動の
延長線上にあるものであるが，従来このような考え方を
する人は少なし直接現象を表相的に扱った り，内面的
な心理で扱ったりしていた。が，それは物と人が分離し
て扱える場合であり.はじめに述べたような現代社会の
諸問題，生活諸学の当面する問題のように.人と物の両
面を， しかも同時一緒に扱わねばならない事態に当面す
ると.このような人 ・物分離の方法では物事の真相が追
究できなくなる。また，物事の方も元々人と物がく っつ
いているものであるから， これを分離して追究すること
は，抽象化した学問 ・物事の仮象に関する学問になるの
である。
ただ，これまでの生物学では，或る種の生物が生まれ
たために慈き起こされた物質運動と言う形では見ていな
いと言うことがある。生態学ではいくらか触れているが，
食物連鎖とか棲息所の決定等の追究であり，或る種の生
物(動物)の運動能力，その生物が惹き起こす様々の実際
の活動と生活，敵と獲物，その生物の群内の生態，環境
とそれに対する適応等は.一部の動物に対しては行なわ
れているが，全般的に行なわれているわけではないし，
その生物が出現したために惹き起こされる特殊な物質運
動と言うような一定の見方で統一的に追究きれているわ
けでもない。従って，人間が出現したために惹き起こされ
た物質運動が，社会・2とか生活時とか呼ばれる人間固有の
* 1 キャノンによる(1928)
* 2 A.1.オノマー リン * 3 T.モチダ
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物質運動であるのに，そのような観点での追究はなされ
ないのである。
もし，この考えで追究するなら，人聞が芳、き起こした
物質運動(以後これを“生活"と呼ぶことにする)はどのよ
うな特質を持ったものになるであろうか。
I 性質の変らない最小単位がある
これは，無生物なら分子，生物なら種または個体に相
当する。
I 個の運動だけでなく複数のものの運動がある
チーム・家族等の生活集団の運動がある。これは.原
子がいくつも速なって分子を形成したり.分子がいくつ
も連って高分子を形成して運動したり， また生物では群
の動きをするのに比べられる。この場合，個は簡単な運
動しかしなくても，集団になると複雑な運動をしかも数多
くする能力を持っと言うことである。例えば Cは一つ
では化学的性質は限られているが，いくつも速った有機
物では，反応の範周は拡がり内容も複雑化する。人間の
場合も，個の動き方は比較的単純であるが，集合的な動
きはその種類も広範囲なものになり，内容も複雑なもの
になる。
JI 個人は多種類の集団活動に参加叫することができ
る。
一つのCは.或る物質を形成したらそこから動かない
で集団体(結合体)で作用する。人間の場合は，一つの集
団行為にそのー只として加わってから， また耳IJの集団行
為に加わることができる。この両行為が矛盾している場
合でもこれを行なうことができる。例えば，南ヴェトナ
ムでは“解放戦争"と言うのが行われていた時，商政府
の官吏の中には.平日は南政府の下で行政的に執務し，
休日には故郷に帰って解放箪側で働<， と言う事が少な
からずあったと報じられている叫が， このような一見矛
盾したように見える行動も，人聞の場合にはとりうるの
である。これは，生活の一間性にもその要因を求めるこ
とができる。この点， 一つの化合物を機成した原子が
他の化合物を機成し得ない無機物や生体内の反応と違う
ところである。
W 行動の定方向性がありそれを決める機関がある
無機物の反応の定方向性は，その物質問有の性質によ
るが，生体内の有機物の反応はエンザイムによ ってその
方向が決定される。人間の行動の方向決定性{久人間の
頭脳により，神経を介して筋肉の運動を一定方向に統禦
してこれを行なうのである。また，集団体の場合には，
* 1 ~昼休の図参照。
* 2 本多勝一他。
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例え'!，船長や運転手のように，一定の個人または個人
のグループが，行動の方向を制禦する。
V 運動体には@園の構成要素がある
メタンは CとHの結合したものであり.それがOと
結合してメタンは解体されC02とH20になる。ただ，メ
タンは燃やされるまで結合している CH.は変らなし、。人
間の場合，生活は③と園の結合であるが，その前後
で人も物も変る。これはメタンと02の結合と似ているが，
この場合後にはメタンでなく，5JIJなものが生成される。
人間の場合は，行動が生産の場合なら疲れた人間とか，
消費の場合なら回復した人間等が生まれる。このように
形は変っても@が残っていることに注意すべきであろ
つ。
羽 生活の一回伎と再現性
無機物の反応は一回であるが，同様な現象が次々に起
こり 流れをつくる。生体内の反応も l固なのであるが，
次に同様な反応の条件がつくられ.次々に同様の現象が
起こっているので燃えている火の如しその現象がそこ
にあるかのように見える。生活も一回であるが，次に同
様な生活が行なわれるので，一つのものが常にそこにあ
るように見える。生活の場合には反応(?結合)は一回で
終札次は解体される。次のものは新たに準備されて新
たなものが生まれてくる。同様に見えるから再現と言っ
てもよいであろ う。ただ，この一回発生後解体と言うの
は，生活を考えて行〈場合大切で，生体内の反応のよう
に， 一回生起一解体ー補給一次回生起と言うような再現
でなく ，
Al一回生起一解体-Aαl一回生起一解体-Aa2一回生
起一・ー補給Al一回生起一Asl一回生起一As2一回生起一
となるような再現である。再現までの聞に，いろいろの
行為をすると言うことである。この性質のため，前に述
べたように人はいくつもの生活集団に所属することがで
きるのでらある。
四 物質の構成段階による固有の性質を持つ
無機物でIi，素粒子は素粒子の性質を持ち，原子は原
子の性質を持つ。また，分子は分子の性質を持っており.
それは原子の段階からは測り知ることは難かしい。例え
ば， H2と02の性質が分かっていても， H20が液体になる
と言う性質一つでさえも推測できない。また，水がいろ
いろのものを溶かすと言う性質も推isIJすることはできな
い。水は水としてその性質を調べなければならない。生
* 3 g昼休の図参照。
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活も，それを精成している④とか園とかを，生活か
ら分離して調べて見ても，生活それ自体は分からないの
である。生活それ自体，何らかの特有の性質がある筈で，
これを我々は掴まなければならない。この，物質の段階
によりその運動の性質の途いがあると言う問題は，生物
でも同じで，分子段階と高分子段階は違うし.高分子と
コアセルベートでは途うし， コアセルベ トー とプロトピ
オントてeは違い，それと原生生物でも違う。更に原生生
物と進化した動植物では違うし，槌物と動物では違い，
動物では各門によって違い司脊椎動物門ではその中の各
綱て'違い.p甫乳動物綱の中では各自で途っており.これ
は更に科 ・属・種の段階で違っている。夫々に固有な運
動形態がある。このように.物質の組織(結合)形態の段
階によってその運動の形態は違っているのである。
人間の段階にいたり，人聞の身体的特徴による運動が
上記の叙述の線上で特有なものであるわけであるが，そ
れは，人間に よって惹き起こされる物質運動の形態が特
有なものを持っている筈であることを示唆する。人間生
活の物質運動論的解釈は，ここに有用な意味を持ってい
る。
人間の生活形態の骨組については.これにも段階があり，
社会経済的鋭点からはこれを 5段階，つまり原始共産制
・古代貨族奴隷iおIJ'中世封建領主農奴制・現代資本主義
制 ・更に社会主義制と言うのが提案叫されているが，それ
がどのような組織なのかはっきりさせるまでにいたらず，
それを明らかにするために社会構成体論争刊と言うのが行
われている。
羽 生活体の凶様"的な考え方
行為は， ③と園の結合の運動であるが.@はそ
のような行為をいくつもする。そして.その総体が一つ
の形になり特色を持つ。変化するにしても一つの特有な
筋道がある。このような.@によってまとめられた組
織的な活動体はい種"のように考えられるが，このように
考えて行かなくては間違う場合も実際に起こる。たとえ
ば，農村のしかも大規模な経営体は現在経営のし方も生
活も考え方も農村に必ける農家的なブルジョア的性格に
なっているが，これを生活が近代化したから都市と向様
に考えてもよいとし，都市市民的な間取りを与えた場合，
失敗するのである。現在の農村においてはムラ性が残っ
ているが，その中でブルジョア的個別性(個人主義)が存
在し，それは都市小市民的でもないし労働者的でもない
傘 l 史的唯物論。
* 2 史的唯物論と社会構成体論争・パンセ編集委員会
-大月番庖 ・1973年 9月28日。
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生活の方向を志向している。八郎潟干拓池大潟村などは，
大農ブルジョア型の生活形態(=種)なのに，協業 ・都市
市民的居間中心型住宅(4・LDK型)・狭い敷地 ・遠
い鮮菜畑・遠い機械ステーション ・中まで見透せる向か
い合いの住宅・ 6戸のかたまり ・北入り口西入り口を与
えたので，生活は非常に不便になり，住民は改変できる
ところは改変している。住宅の間取りなどは大方改変き
れ，隣近所・ムラ ';.;ンルイの人が集まれる部屋を含ん
だザシキ(ムラ佐)と居間 ・個室を含む家族空間を持つよ
うになっている。デザインも.西欧式三角屋根でなく，
日本式のものを要求している面も見える。 1 れら入植者は
農村のブルジョア生活経営休である"と言う捉え方ができ
ていれば，このような失敗はなかった答である。
立 統一体である
生活は.その中味が多種多様でありしかも多元である
場合もあり，複雑多様であるが， 一人の人 ・或る集団に
ついてこれを見ると必ずこれは統ーがとれている。これ
は，住居や地域つまり空間について見ても統ーがとれて
おり，電車や列車 ・パス・船等に見られるように手段に
ついても統ーがとれている。つまり，生活を構成する 5
要素の一つ一つについて.統一 と言うことが見られるわ
けである。が，この中で一番大事なのはやはり@につ
いての統ーである。これは，生活がその良かったか悪か
ったかや，その結果による幸福j支を必ず人に帰すからで
ある。但し，これは「生活者Jの立場に立った場合言え
ることで，資本家の立場に立った場合は，もしその資本
家が鉄道所有者だったら，如何に乗客が多〈集まり.経
済的な逆行が行なわれるかと言う点に関心があり ，その
点に集中して電車の運行がなされる。少し位つめても儲
かればよ」、。そのような物についての統ーがある。しか
し，これは乗客にと っては.r通勤』とかI見物に行<Jと
か『行楽に行<Jとかの生活である。これらの人はあまり
つめられたら困るし，待時間が長くても図る。ここに，
@を中心にした統ーと.園を中心にした統ーでは矛盾
が起こる。我々は， ③を中心に した考えで最大限の生
活統ーがどのように生み出せるのか考えなければなるま
い。これが生活計画に関するミニマッ クスの考え方であ
る。
X 適応、放散
凶生物"の「種Jと同じく， “生活"もその「種jが環境の中
の各所で適応放散しである形をとって出て来たものと考
えられる。この考えは大事で，生物学ではその生物の生
きられる環境を"生態的位置"などと言っているが.生活
では環境は人間が造るものも多いので，そのような生き
られる場所は，‘1邑態的位置"と言うことにしたいと考え
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ている。
2 )生活統一体の姿
七述したように.生活統ーにはいろいろの商からのも
のがあるが，ここでは⑤に着目して述べて見たい。
行為と複合行為は生活の最小分チであるが.これも
@と園の結合した一つの統一体と考えることにする。
但し.この場合の統一カ1:1，清成物質そのものの中にあ
ると考えられる。人聞の頭脳も.この構成要素である③
のカと見なし得る。この行為が，線合して生活になる。
生活の統一の姿
統一主体(個人)
ここでは，生活形成
主体とも一致してい
るが.よリ複雑な行
為体では一致しない.
生活I(行為J)
生活2(行為2)
生活3(行為3)
偶人の生活 一人の行為が集ま って一人の生活が成り
立つ.この場合，その統ーはやはりその個人の思考の力
・:iJ'志の力等頭脳の力が.あの行為を抑え ・この行為を
附す等の作用をする。 f~J え li， 受験の際等勉強と 2 う行
為を.時間的にも内容的にも地やし遊ぴを減らす，時には
H制民をi成らす等のことは. 上記の生活主体の意ぶ力士事の
uJi脳の働さによって可能になる。
統一作用体一.....^ /一ー 統一生活体
複合行l~-ヘ /7百で\
バ 11¥ ¥f 行為
-u-
家族の生活 人間li集団的に見て個人が集ま って家族
になるが，生活も個人の生活が集まって家族の生活と言
うものがあると考えられる。が.この中には家族と言う
集団行動も入っているとArえられる。家族1:1一緒に旅も
するし旅宿にも泊るようにJ、ろいろの場所で生活する。
1足って，この場合，家族の家庭での生活と言うように，
場所を限らないと都合が懇くなる。
家族の生活:生活集団分節の生活
全体の生活)(下位分節の生活)(下位分節の生活)(個人の生活
;:=1:・ー・4・ー ・;九日i
!oNooji 
-icgj im;; 
家族生活)
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統一作用体の存在 このように分けた場合，家族の家
庭生活は統ーを保っている。これは，個々の生活をどれ
生活統一(アレンジ)のカ
(生活のアレンジ)= G全生活物資のアレンジ)
三(全生活物資の支配の隊式)
-・ (空間支配の械式)
をどの位認め，家族全体をどれをどの位認めるかと言う
統合作用がなされているからである。この統合作用体は，
父等個人であ った リ.父と母等復数であったり，時には
家族全体の合設で決定されることもある。この統一作用
体が存在すると 古うことが大切である。
ムラの生活
存在する場合て1
上記の家族生活体がいくつもムラの中に
これも統一作用体があり，統ーが保た
れる。
コミュニティ(ムラ)の生活体図
長一戸、r 執行郷/ 、r 政党
///川1¥¥ ム ( 1人の人が多〈の大衆団体l// /111\\/大衆団体{，~ ~::''''7:' '~ {~..::' ~，，:"UJI~ ) / 11' l¥y 7^l<"'-'，.. ¥に属することができる. J 
Aノlパλ_)IJ¥J¥_.1. ~".iHi_"" (人によって分けられない，¥ 
伐た丈丈け山求休 {生活によって分ける。 )
分節的包然 生活が個人c家族Cムラと冨うように前
者が後者に一部含まれているが.ニのような包含乃至包
侠関係を，生物学で生物が細胞C~管C例体の形の包含
関係になっているのを "分節..と呼んでいるのに倣って，
ここでもこれを・・分節"と呼ぶことにする。ムラの上には
更にln'以 ・附の生活分節がある。
生活分節のピラ ミッ ド
国(国民)
県
市町村
ムラ(コミュユティ)
一一家族{家庭)・企業・経営体・公的運動
個人 ・集団(チー ム)
単位生活体
戎る事に補助金などを.
自治体 ・県 ・国等が分担
するなどはニの例。
-)42-
市民の生活 市と言う区域に|浪られた生活集合体。や
はり統一体が必要で，市長並びにその行政機関，政治的
諸機関 ・その意見統合のための手段(議場等)が設けられ
ている。
県民の生活 県の場合も上と同様である。県知ゆ・県
庁.県諸政党会派・議事堂等。
国民の生活 首相(大統領)・閣僚・各省庁，諸政党・
諸会派 ・議事堂等。
コミュニティ これらは一般に，コミュニティと呼ば
れる生活路機能諸機関を含んでいる。
その他の生活集団 地域でもシンルイと言うのは一つ
の生活集団であり，職場・学校・レジュア集団 ・組合・
ボランティア集団 ・研修会 ・勉強会等は，それぞれまた
耳1)の生活集団である。
系統の異なり ニれらは戦場系統・学校系統等，系統
の異なった生活集団であるが.これらがどのように異な
っているか。そして，上述の地域的人的に分けた生活集
団 ・通常コ ミュニティと言われているものと どう述なっ
ているか，これから生活論的に追究して行〈必裂があろ
ヲ。
4。 主体と環境:環境の形成
1 )生活形成
生物は，外界の物質の流れの中から物質をとって来て
生活体である身体にとり入・れる。あと不要物 ・走廃物は
自然の中の流れに推t世する。
人間も，外界の流れの中から物質を得て生活を形成す
る。この物は，生物のように，栄養物と生息.場所だけで
はない。いろいろの生活物資や便宜を得るのである。但
し，この外界は，自然のものと人がその造成にかかわっ
たものがある。人間はこの 2つから物を得るのである。
人聞の物質代謝図(休内代謝と体外代謝)
{住)他に光官等がある.
『生活j代謝の場合，生物代日射と異なり.代謝物質1
身体の中のみでなく，外をもiWって替って行くので
ある。
1王 /i!- 学
人!閉め代謝物
守時 計百会
?
太陽光線| 熱
熱
食 物 l大使.垢
料|小使，汗
j戻，唾，淡
衣(触)I空気(02)I (空気)(C02，H20) 
住|衣 服 I(衣服)
空 間 I(空間)
(注)食衣住の分け方1，物資に関す
る世俗的な分類であるが，一応
物質を扱っているのでそれに従
食
飲
うことにした。
???????
??
??
質
チャワン・箸 ・食卓・食堂・電気・-
ナベ ・カマ・コンロ・焼料・台 ・水…
衣 l下着・上着 ・タンス…
ネマキ・掛フトン ・敷フトン・ベッド・
タンス・押入一
住 |洗面総水配水管・排水管
伎・壁・床 ・天井 ・屋総 ・
TV.ラジオ ・新聞立て…
ソファ・小卓 ・灰落し…
炉 ・薪 ・自在鈎 ・鉄ピン ・干槻…
都市 ・集|公園・川 ・縁 ・街路樹…
沼地設 | 
目子供公園・遊ぴ場・森 ・山・)11・木登り用
樹木・芝生・木陰.ft，}・虫・牛・動物・植物…
映函館 ・劇場 ・美術館 ・博物館・図書館
集会場 ・公民館 ・公会堂・広場…
役所 ・事務所 ・
商1苫・百貨宿 ・スーバー…
クラブ・"ー ・アミューズメン トセン
ヲー…
診療所 ・病院 ・保健所・託児所・保育l姐・
小学校 ・中学校・高等学校・大学…
(注)他に， ，守備会係(警察・消防)・金肩書関係・
宗教関係 ・葬儀関係…等の諸総設が必要で
ある，
2 )環境形成と生活形成
人聞は生産して，人間特有の物質の流れつまり環境を
つくって来たが，この中から購売等で物を得て人々は生
( 16) 
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個人行為の両脇は1昼休
持団:生活の科学的々祭
活を形成する。家庭では，食物に限って見るなら，賜売
• 1JlI工 ・両日勝等がなされ，次に生活主体がf草食する。あ
とは後片づけ・廃棄等が行なわれる。
襲体行為A'
l語体行為c"
嬰体行為s'
1主体行為A
j災体行為B
民体行為C
?????
言う性質の行為が家事であるが.この行為は胎児が栄養
を採るのに親の血を，(1桜うけず，胎盤で質的変換をとげ
てから うけるのとよ く似ている。それで，胎!iの昔の名
?
????
??
???
?????
生活の流れの図
1昼休(生活維持のための世話行為)上記の諸行為のうち
この主体の採食行為以外の行為は，家庭のHII:か，一般に
CH量殺が行なう.これは子供に対してだけでなく，主人
や同情する尊属その他に対しても行なわれる行為であり，
この点は動物とは全〈違っている。ただ外の物質を生活
主体にm取し易いよう移動も含めて賃料変換をはかると
自治体に対して社会製{本の形成が要求されるもの
生活供給処理の制度並びに生活利便地設設備の装備
(上水道・下水道・し尿処理場・ ゴミ収集機関・ ゴミ処理地設 ・生活道路・緑道・いこいの広
場・市場・パーキング ・情報伝i主軽量関 ・街灯…)
A 
教育的・養育的・環境管理型的{則前1の幣備
近代的郷市生活
(小学校 ・中学校 ・各幌高等学校・大学・・)
』長i誕生活によ (托児所・保育所・幼稚園・学校保有機関・兇m館・・)
リ，新たに生み
(公園・遊び場・ l幻・川 ・ 池・~林・芝生・市原 ・ 昆虫・動物 ・権物… )
出されたものに 医療システムのM備
対して負担が安・
(診療所・病院・中央(市民)病院・大学病院・Bを巧慮した医療施設網・研究所・保健所・・)
摘されているも
教養慰楽環境の整備
の
(図魯館・博物館・美術館・郷土館・展示館・映州館・劇場 ・スポーツ総設..)
集会用地訟の聖書備
(県民館・市民会館・中央公民館・町内公民館・昔日孫公民館・その他の会館…)
保安防災機関の笠f~i
(u察機締 ・消防機縁 ・気象通報機関・交通過信機関・・ }
B 子供に対して
家庭弱化tlI捜に (孤児収容施設 ・袋行施設 ・教f}j血設 ・就労ht!i設・.)
よるものの府代 老人に対して
りとして要dき (ぅ老人収容施設・慰楽地設 ・健康管理施設・家庭奉仕員制度地設 ・老人作業緩助施設・社会相
れるもの 談Iitli設…)
C 
身障者に対して
治ずE的なものの
(身障者収容砲設 ・訓練施設 ・救援慰楽地設 ・医治療施設・社会相談地ぷ…)
身体内陣3者に対して~(t:化したも の (特別医療総設・検査施設・研究組設・収容地~・.. )
に対して負狗が
精神障害者に対して
要請されるもの
(特別医療施設 ・検査地設 ・研究施設・収容施設・ー)
研究所・保健所等Cj，市町村単独では負但し切れない場合が多い。
都市3十両やそれに基づく 土地利用指定並びに土地約旋世話等は，近代都市の機能中重聖書なものであるが.以上
並べた社会製{本以外の生活も含めた住民の生活の総まとめとしてあるので，ここには掲げなかった。
(注)31昼休として地設をポしたのは.社会の世話活動が「縮設Jで代表されるからである。しかし，これはあくまで施
設を示すのが目的ではなし社会の「製体Jとしての活動をポすことが目的であることを旬怠していただきたい。
( 17) 
(注)l
(注)2
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"製"をとり， このような作用をする人間組織体を狼体と
名づけた。
これは.人間!の生活が他の動物の生活と呉なっている
一番大きなところであり，i肖校生活の根幹をなすもので
ある。これは家族の中で組織され.その中で人は食べ ・
飲み ・寝 ・談笑し、1'fつ。家族li，この生活体をつくる
ために組織されていると見ることもできょう.家篠がこ
れを行うのを ・家族製休・と言う。ただ，この家族も単独
では存在できず，生産や防i1!iの協力，相互扶助のため集
団をなす。 2主体はこのような中で組織するニとができる。
最近.家族襲{本が失なわれるか不完全化 して，‘個人製体'
J不完全集体.等になってしまった老人や母ザ・父-f家庭が
生まれたが，上記のようにこれらを包む社会が製体の一
部代りをし始めた。これを‘社会製体・と宮う。
生活科学は，はじめ家族製休のことを主に追究する家
政学から発達したれ次第に家庭外の児童や身隊者・老人
の活動を児童学・社会福祉学としてとリ吸うようになり.
更に製体形成の不完全な貧困階級や農村社会に対しても
追究するようになった。
以上凡て来たように.生活科学はこの1昼休と言うのを
中心に見て行〈学ではないであろうか。
社会主趣体の物資供給の姿
生活者
-ア寸地域!島「目の中心力
支配
f軍隊f本
生活l樹の図(社会的供給体の圏域の怠)
，?，?，?，?
、、・. ， ， e . ， ， 
(注) 各閤域の中で，失々具なったサービスがなさ
れ，'}もった「生活形成Jがなされる。
3) iJleれとチエ 1? 
このように，n然 ・社会から物質 ・サービスを得て生
活を形成しあと!発桑物や排池物もこの自然 ・社会へ流し
て行くのであるが.これを"i.れれ"と呼ぶことにする。
住 1ii ，・'10H 
mUL はただ自然に流れるのでなく.必ずこの流れに作用
する・1足進・・・ïl~l~果"のカが働〈 。 ニのカを“チェック"の
力と呼ぶことにする。このチェ ックのカが大きく|動いて.
生活が成。j立つわけであるが.J也繊的区分で分けた生活
区分でli統一体としてすでに示した。この姿を明らかに
すれば，生活環境の形成と生活統一に作用する力が分か
り.生活の形成の万向と方法を知るのに有力な示唆を得
るであろう。
生活分節体の統一様式
え血:円i.(I<(保障土記軸}
世論的lAlれ
3.生 活計画
生前に関する宅f!1Iゃ物質のJ十両をするには，どのよう
な生活をするのか.生活計F耳元がまずなさねばならない。
この生活計画について与えよ う。 まず，Jt;本概念を務備
してかかる必要がある 。
l。 生活は構造を持っている
生i自主流れとチェック，環境形成.主主体 ・主体の目的行
為等の綿造をもつが，これはすでに述べた。これを利用
する。
2。 生活発展は段階的
生活を質的に並べると段階がある。これを発展段階と
見るこ とができるが.この表をつくる。
30 生活恕限度の設定
建築構造には許容応力~' Iがあリ，環境には怨限lr1
と言うのがあるが.生活にも精ilがあ 1)恕限度がある。
これは社会によって拠なり，区間区分のされた社会毎に
これが存在する。故に建築等空間の計画も.まずその中
に入る生活を考え.その生活の精進を見，その権造をな
す生活の怨限度を，没定し，建築械造設計の時の官午容応力
j支と同機に考えて行くのである。この恕限度iム場合に
より許容度または最適度と考えてよい。
4。 生活段階表の作成と仮説検定による生活計画
生活・計画は， !也滅毎に異なるから，地域毎にその地械
の生活恕限度または生活最適度に基づいた生活機造表，
私はそれを生活規制高表・実行のものを基準表と言いたい
* 1 j邑態論一生活の科学的理論ー ・日本建築学会農村
建築委只会集r;;部会レジュメ・ 1974年 6月。
( 18) 
持問・生活の科学的考察 -145-
が，それをつくり.それに纂づいて生活計画表をつくる。
これはつく っただけではな し市町村等によ って実行さ
れた時.それを仮説検定の行為と見て更に精級なものを
つくってfかなければならない。
<生活段階表>
生活傾頬 生活程度o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 1213 
1 
1 
I 
W 
v 
VI 
'11 
咽
政
(平面図 :生活行為意味の下敷き)
<生活の段階断簡図>
生活の現状
、ハ:，--， 
・ .. -0ト~ I 
o 1 2 3 4 5 
(断面図.生活行為段階図)
<生活改普表〉
生側種 活類面 生 活
経 l!t 
1 2 3 4 5 7 8 o 11 12 
I 防
寄生I o.:巨2
W ~ o. 阪 防
V~ 
判E詰 ~ 
刊
vmf% 
政
当活現状線 !ti司法激『生活改善目線級
E三ヨ 生活改普往J~部分
(注) r生活段階表Jができたら，・生活の現状・を調
イをして表に記入する。それから.・生活改善
目標..とい生活基裕"を討議等を通して決め記
入する。“生活改.ttJ.可能"線などもつくるニと
ができる。
4.倍態論の応用
いくつかの問題に対して適用したが.項目をあげポイ
ントになる点についての説明を加えるにとどめる。
l。 日本の農村住宅の四つ間取りの研究
農村においては，農家は郎市住宅のような公秘案型・
居間中心型の住宅を設計して行っても受け付けない家乃
( 19) 
四つ間取り(回の宇型)の図
' 
I C I B I I 
|I A I I 
。
A・B・C.D空間が存在している。
~地域が多い。一方，農家の増改築のやリ方をみると，
聞の字型の部分l:t土問は床を張った り部屋を造ったりし
て変えても.床上の回の字の部分はなるべくそのままに
して遺き.家族の居室は 2階 ・続き練 ・別練等にとり，
田の字の部分には老人が国の字以外の空間に者夫婦親子が
寝起きし，家族一緒の食事の場や居間:;t土問改造部分に
とったりしている。昔 2 室しかない-7IJ~の家も，上に
述べたように(回の字)+(別l空間)の形に変えているのが
現状である。何故このようにするのかを追究したところ.
日常的・非日常的(年中行事的・人生行事的)なムラ的人
と人の交わりを住宅で行なわなければならないからと雷
うことが分った。更に何故このような交わりを行なうの
かを追究したところ.イエがムラ(ム レ)の中にあ 1).そ
の相互扶助に車買っている農村では.このようなことをし
て人と人の結合をはかることが分った。デュルケム→モ
ース→レヴイ=ストロースとつらなる交換・贈与による
集団結合の理論があるが.筆者はこれを受けて更に挨拶
.宴の交換による当家と来客家とのつながり強化があり.
それを「儀式Jと言う形で行なうことによって人々の心の
中に結合の姿・秩序を印象づけるのであることを発見し
た。行為によるランゲージ(ソシューJレ)形成であるが.
これに空間のデザイン・神棚や飾りが大きく寄与する。
つまり.ランゲージ締成のために.(l)と園.この嶋
合空間とが共働して人の心理に働きかける仕組みになっ
ているのである。これによって，農村人の住家に対する
潜在的心意を解くことができた。この住宅への表われが
A空間(後拶・ 4寺湖の場)であり D空間(儀式・供宴の場)
であり ，更に B~問 (A Dでの答応待のための待機・家
族生活の場)C空間(家の中の雑物収納・精換え・家族寝
所)である。これにより.ムラが残っている限り，以上の
事情・心意、を無視して都市型住宅の設計を持ち込んでも.
それは押しつけにな qやがて反擦を招くであろう道寝が
分ったし，従来の機能主義的計画学に限界があることも
分ったのである。八郎潟干拓地の住宅は4LD K型で3十
例iされ，それが入結後間もなく住民によって上述の裂に改
変されたが.その理由も上記のことによって説明できよ
ヲ。
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20 ムラ集団と集団結合シンボルの関係の研究
昔は神社等が結合のシンボルであったが.現在の開拓
地でも計画に神社がなくても住民は神社を遣ったりして
いる(例八郎潟干拓地Lこのような傾向に対し.築洛諸施
設はどのようにあるべきか.ただ西欧の型まねでよいの
か，を考察した。説明詳細省略。
3。農村における老人と家族の生活支配と扶警の関係
昔の家符権を持った老人の組み込み型から相対的独立
型(半独立)・得食型(家族扶養型)・独立分離型 ・崩犠型
(独り老人型)1こ変化したが.老人の家族内の生活関係を
明示できた。詳細説明省略。ジュリスト特集「現代の家
族JP269参照のこと，但しこの中で筆者が荻原正三とあ
るのは持回照夫の誤りで，紹介者の岡村益氏が問途えた
もの。
40 農村における家族の家庭生活の“自我"の発展に関す
る研究
近代的な生活展開は“自我句の自覚にあるが，これが農
村における家庭生活では単なる"個我"でなく，“家族全体
我山核家族我山夫婦我山・側我"の生活築悶毎の符段階の
「我Jのあるこ とを，歴史的な生活発展過程の中で発見し
た。これは設計の基になる空間決定のための生活集団グ
ルーピングに決定的な役割を来たす。そして，従来の「プ
ライパシー」概念よりも広い概念なのである。鮮細説明
省略。
5。 農村におけるムラ環境のラーパン化に関する研究
個々の家の活動様態(行動機態)も.環境によって異な
って来るが，ムラがルーラルからラーパンに変ったこと
によって.農家相互のあり方も変って来た。更にアーバ
ンにおいての農業(都市農業)と比較して，その行動様態
の特性を追究。
60 生活経営体=“生活の祖"の考え方の適用
生活の形は或る一定の条件の下或る“型"があるが，
その発展はその内的・外的条件に載ったものである。つ
まりめ哩:1こ更に封・ーと慨するカ:その行き方lこ或る
一定の型があると言うことである。これが“生活の種"とも
言うべき ものである。八郎潟干拓地では，大規模経営で
成功した人は富良の生活形態(生活の種)になり.生活要
求もそのようになる。これははじめから予測できること
であるのに，計画策定のための情報採取調査はこの稜で
ない対象地を選んだし，計画も要求を無視したものであ
った。詳細説明省略。
5.結 語
生物学では.細胞論が出され，更に細胞の機婦が追究
され.更に中の生化学的生命維持機構が解明され，細胞
居
( 20) 
学
内に見える各務官が上記生化学的俄能体であることが明
らかにされ.全体として「生命維持機嫌Jが明らかにされ
て来ている。
生活学では生前料学"が縫喝され，ようやく.生活の
知織'の段階，生物学で言えl;r博物学的段階を抜け出そ
うとしている。が，まだ生物学で"細胞"と言っているも
のが生活では何に当るか，“器官"と雷っている機能体が何
に当るか等については明らかにされていない。或いは，
生活は生物のようにく個体〉ー〈臓務〉ー〈細胞〉ー〈務官〉・・
〈生化学物質〉と言うよう に分節・ 包含されている組織と
異なるのかも知れない。しかし，もし異なるのであれば
それはどのようなものであるのかが明らかにされねば主
らぬ筈であるが.それはどこでも明らかにされていない。
そのような中で.家族とか社会の諸機関とかが.実際の
必要に迫られて符極の目的に使われたり扱われている。
上記の，生物学におけるく細胞〉や諸〈務官〉のような解明
や定義がなされないまま，手段や対象として使われたり
扱われてしまうと雷う ことである。
生活学でも，生活・を全体として成り立たせるための全
体の機繕についての学問が必要である。そして，現実の
人聞の生活組織がどうなっているのかを明らかにしなけ
ればならない。しかしこの為には，各機関の相互の関係
だけでなく，各機関それ自体(生活体)の構造と機能につ
いての.より本質的なメス入れを行なわなければならな
い。これは，各生活及び生活体に，生物学における「生命
論jのような「生活論Jが必要であることを示唆するJ生活
科学"を推し進めようとするならば，このような f生活生
命論』とでも言うべき論を発展きせなければならない。
本論考l:t， ニの方向への一つの試みであった。論を組
み立ていくつかの問題に適用して見て.未解明のものを
解明でき.一応今のところ有効と言う ことができる。し
かし，この論にも欠点はあろう しi1eった観点から異なっ
た結論が出てもよいことであろう。欠点指摘や異論が出
ることが大いに望まれるところである。ただ.，断ってお
きたいのは，抽象的な観念や自己流に編み出した思弁で
ないこと，実在に娘ざして出発すること.部分的で、なく
包括的なこと等である。論が成。立つため重要であるの
で，以上お願いして置きたい。
(昭和56年11月10日受理)
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Summary 
This paper is written to make it clear what the "Concept of Life" and the "Structur of Living" are. Needless to say. 
the issue in this paper remains as a hypothesis. 1'1 give it a try to define the meaning of "Lif巴，'and the structure of it. 
1 think ther巴 canbe many other definitions on the matter above. So. you may give any other de自mtlonson lt 
1 mean "Human Living" by the word of "Life" above.mentio口edwhich is distinguished from "Biological Life" con. 
cerned in living being. "Human Living" sometimes means livelihood but this time it means al actions which are caused 
by human b巴ingswith the things or materi呂15they consume or us巴
The concept of "Life" (= Human Living) has so far been considered as a self宇evidentmatter. It looks like the concept 
of "Biological Life" had been considered self-evidently as a thing with vitality from ancient times. When A. I.Oparin 
found the substantial structure of "Biological Lif，巴".people were agreed to or convinced of his theory of 'the origin of 
life and its development'. "Biological Life" has a structure WhlCh enable itself to be restored. he says. It contains many 
constituents which are biological organs and elem巴nts. They are linked together to each other and made up into a 
system which we call a life. This life system which is substantial is originated in so old times that it is not able or 
possible for it to be reconstructed artificially as it was when it is taken apart to pieces. The organs and elements 
cannot exist or function outside the biological bodyωSo. we have to think a Iife "a whole system" or "a total system" 
Oparin sais， itsurely originated in coacervate or something huge molecule which is made when colloids are mixed 
The thing had a structure like life but primitive. And many of them were dead， only few survived by changing and 
developing their systems more adaptable for being living long. It was ruled by the Law of Natural Selection and Sur-
vival of the Fittest by Charles R. Darwin. All issues above-mentioned ar巴 refer巴dto by A. I.Oparin 
1 have learned a great deal from his opinion and his theory and eatablished my theory concerning "Human Living" 
after him. I'l give a definition to "Human Living" and describe natures of it as follows: 
Definition of Human Living 
Human Living is a metabolic system which contains organs and elements which Iinked together to each other 
into a whole body called community. Elements are goal and instrumental actions concerning one person or mass 
And these巴lementsmean indivisible atoms in the atomic theory. Goal and instrum巴ntalactions include al human 
activities from production to consumption， up uni自cationdown individualization. Orga，ns are in-between systems 
between the atomic individuals and the whole system. Organs functions help atomic individual actions to accom-
plish their goals enough 
Similarities and Differences between Biological Life and Human Living 
Although the structures of both systems are very similar the ways of existing of their organs and elements are 
very different. Biological Life cannot be restor巴dto itself if it is tak巴napart to piecos， but Human Living can be 
restored to the original state. 
Structures of Biological Life and Human Living 
Biological Life is constructed from a whole body， functional organs and c巴ls. The whole body contains the or 
gans and the organs contain the cells. The organs function as digestion， expiration， exertion and so on. Fur-
thermore， a cell has a structure. The structure IS like th巴 followingsimilar to the structure of the biological indi-
vidual bodies above-m巴ntioned. A c巴1makes a whole body and consists of in-betwe巴norgans such as genes， ribo-
somes， Golgi・bodies，mitochondrias and so on， and elements which are indivisible materials 
These systems that are the structures of both a biological individual body and a cell may be described like this 
Both加悦竜也加加le初d.y'a抗dc併2sists01 'in-between 0γgans' which co叫cern~抑制ents : Concern m.ωns accett， 
helt， troce55. ca:γe and the 50γts 01 arbs加hichmω世間ed.iate. This 'Qωhole加の-in-betwe開。γgans-elements" 
system，加哩 callit a托 aγticulatedsystem 
This description is very much like that of Human Living 1 have already explained above 
But， be aware of these followings. Both Biological Life and Human Living do not mean materials. but move-
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ments of materials in themselves. ln fact. they are both activities caused by the frames of combined materials and 
persons. Persons may be regarded as materials in some meanings. ln Human Living， activities are called ac 
tions. Therefore， an action is a movement of materials which contain a person or mass and substantial objects 
Thus Human Living cannot be materials. You must be aware of it seriously. lncidentally， 1 cal it "YUT AI" in 
japanese for it is a man-and-environment system 
The Point 
The point 1 should say the most important thing and nature is that the in-between organs such as homes， schools， 
hospitals and so on in Human Living have functions like that of a placenta in the female body of mammals (as for 
human， woman's body). Placenta gets material resources from mother's body which made and should be called a 
(whole)circumstance， changes their characters and gives them to foetus. Similarly， Home gets things and conv日ー
niences from outside social body which made and should be called a (whole) circumstance， processes them into 
more adaptabl巴thingsto members of family and gives them those. School and Hospital resemble Home concern-
ing the system and the functions. So， 1 would cal the in-betwe巴norgans of Human Living as "Placenta-like Sys-
tem"百OTAI' in japanese. lf those organs are away， we must form another organs to凸1their places. Some 
of them are called "Welfare FacIlities". 1 use capital letters in Home， School and Hospital for expressing that they 
are not things but systems of movements 
We must investigate the structures and functions concerning the systems above-m巴ntionedmore deeply， above 
al "Placenta-like Systems" 
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